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　今までは、本校卒業生の皆様との唯一の連絡
媒体として当会報「柏」の発行（年 2回）をし
ていましたが、これからはHPからのご案内並
びに通信となりますので会員登録を必ずお願い
いたします。

　新会長就任のご挨拶
25期生　安藤　友二

　同窓会の歴史そのものである阿部前会
長の躰が思わしくなく治療に専念して頂

くということで、今年急遽、事務局長をさせていただ
いていて全体的なことを把握している私が会長を仰せ
つかりました。今までは、自分の意見を発言していれ
ば良かったのですが、立場が変わるとそうはいかない
もので、やはり多面的な価値観を認めるという視点の
もとに色々な意見に耳を傾けつつ物事を勧めていかな
ればなりません。かと言って、ある方向に進めるため
には決断を逼られるという立場でもあります。
　同窓会規約では、学校の運営に寄与するということで
現在、キャリアスタディのプログラム支援をしています。
もう一つが、皆様会員同士の親交を図るということです
が、こちらは、この同窓会誌「柏」の発行、年１回の総会・
懇親会の開催並びに柏苑祭ヘの参加を行ってまいりま
したが、同窓会誌「柏」の発送が、経費の都合上全員
発送が出来ない状況です。今度、新卒の方向けに仮称：
「成人の祝い」を行うことが決まりました。彼等の社会
人としてのスタートを祝うものです。こちらについては、

　同窓会役員として30年
14期生　阿部　俊夫

　楽しかった思い出ばかりの 30 年。
同窓会役員になったばかりの頃は『同窓

会･･･？』が本音でした。会議自体も金がない話ばかり。
でも会議終了後に先輩たちと自由が丘の居酒屋で一杯
飲みながらの話は 30 ソコソコの私にとっては興味を
通り越して人生を学んでいるようでもありました。１
期生の村上理事長、２期生の金野副理事長、３期生の
仁戸部事務局長、周りを固める一桁台の先輩たち。役
員になって３年たち、５年たち、いつの間にか事務局
長にさせられて村上理事長の足を引っ張らないことと、
学校に同窓会を認知していただくことだけを考えて走
り続けた最初の 10 年間。今思えば本当に楽しい時代で
した。
　同窓会の運営は民主的に、学年の壁を超えて誰もが
自由に発言できる場であることが絶対条件です。本同
窓会は設立の主旨として
　① 同窓生のための同窓会
　② 母校と同窓会の発展に寄与する。

を規約にも掲げています。しかし、これ以外に『学校
の運営には立ち入らない。』を歴代の役員で伝承してい
ます。この方針は今までも今後も不変です。
　今、同窓会の存在自体が問われる時代となってきたよう
です。私どもにとってごく当たり前だった『卒業生＝同窓生』
が通じない世の中。学校は『むさこう』から『としこう』
に変わりましたが、男子校の気質は変わらないと勝手に
考えていた爺さんたちは時代に取り残された感がありま
す。そういう意味では私の役員リタイヤは絶妙の時期で
あったと思います。10年程前から、時代感覚に合わなく
なってきている。そろそろ次世代に運営を任せたいとの
思いがありました。しかし、校名変更問題・キャリアスタ
ディのスタート・同窓会への100％加入制度の崩壊等々。そ
の時々に色々と克服しなければならない問題があり、伸
び伸びになってしまいました。今回25期生の安藤会長、
渋澤事務局長というフレッシュな二人と青木、梅田、清
水というベテランの副会長で三役体制ができ、老兵は見
守る立場に専念させていただくことができました。
　改めて、私を育ててくれた同窓会に感謝するととも
に、私を支えていただいた過去、現在の役員の皆様に
感謝申し上げます。

新卒の中から学年委員 6人が決まっておりますので彼等
と一緒に企画していくことになります。
　同窓会の役目というのは、皆様のパイプ役を果たす
ことだと思います。その為の懇親会であり、HP作成が
あります。HPで FBを覗きますと、色々な方々の個々
の活躍ぶりが拝見出来ます。富士スピードウェイで優
勝した方、ライブハウスを自宅のマンション地下に作っ
てしまって音楽イベントを企画されている方、旅行代
理店を辞め清里でペンション経営をされている方、高
幡不動で 100 人以上入れる蕎麦屋を経営されている方
などなど、こういう方々と普段の日常生活でも交流を
図っていきたいと思います。又、困ったときには助け
合う仲間だとも思います。3 . 11 の時には、実際に仲間
を助ける為に物資を運んで下さった方もいました。
　出来ましたら、同窓会内で部活が創設されたら良い
なと、個人的に思っています。要は、仲間同士相互に
情報を共有し、元気よく遊んで新しいモノ作りの原動
力を同窓会としても提供出来ないかと思案しています。
　同窓会は、皆様会員の為のものですから、皆様がHP
に登録されて色々と要望などを仰っていただくとさら
に前進させることができます。ご協力を。
　皆様の健康とご活躍をお祈りする次第です。
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　キャリアスタディの“業あり先生”は、2013
年 6 月 15 日（土）に、例年と同じく、学校側
の講師と同窓会推薦の計 10 講師により実施さ
れました。個々の講義の内容にはふれませんが、
以下の 10 講義になります。
１．大岩　湛矣（おおいわ　きよし）氏　#5
株式会社トムス　代表取締役　「スポーツの
事業化について」
２． 目木晴彦（よしめき　はるひこ）氏　
#23　コニカミノルタ株式会社　R&D　マ
ーケティンググループ　マネージャー　「企
業が追い求める社会的価値」
３．古田　貴也（ふるた　たかなり）氏 株式
会社エグゼック 代表取締役社長　「自分で会
社を作るってどんなこと？」
４．鈴木　威一（すずき　たけいち）氏　#9　早
稲田大学大学院　理工学術院経営デザイン専攻　
講師兼プログラムディレクター　「思いがけず人
気のある大学教員になって」
５．那須　忠源（なす　ただもと）氏　学校法人大
原学園 大原法律専門学校　司法書士　「法律系キ
ャリアガイダンス」
６．青木　悠祐（あおき　ゆうすけ）氏　沼津工業
高等専門学校　電子制御工学科　助教　「人を救
う医療ロボットを作る～ものづくりに大切なこと
～」
７．遠藤　敦（えんどう　あつし）氏　株式会社ア
トラク　代表取締役社長　「新しい薬剤師のカタ
チ、スポーツファーマシスト」
８．坂田　奈央美（たさか　なおみ）氏　トミーデ
ジタルバイオロジー株式会社 テクニカルサポー
ト　「世界とつながる！？研究者とつながる！？商
社のお仕事」
９．谷田　充明（やた　みちあき）氏 協和監査法

人　公認会計士　「“企業のお医者さん”公認会計
士の仕事」

10．田坂　陽一（たさか　よういち）氏 オリック
ス株式会社　財務本部　財務部　証券化管理チ
ーム長 「資金調達のお話（証券化を中心に）」

　大岩、 目木、古田、鈴木、田坂各氏が同窓会推
薦講師になります。
　　　　　　　　　　　＊
　2013 年の特色としては、中 3教室、アクティビ
ティ、技術室、シアター、理科講義室、美術・工作
室と教室も多岐にわたりました。そして、講義終
了後中 3 教室に関係者一同集まり軽い食事（亀戸
　升本　すみだ川特選弁当）をしながら、各講師
による自己紹介とコメント、担当先生の挨拶、キ
ャリアスタディ委員長の同窓会を代表しての挨拶、
又同窓会安藤新会長・同渋沢新事務局長の紹介及び
挨拶を行いました。
　最後に集合写真を一同に会して撮影しましたが、
豪華な“業あり先生”集合写真になった事を報告さ
せていただきます。

（左）小野校長
（下）キャリアスタディ“業あり先生”全員集合
　　　「お疲れさまでした。」

（左）キャリアスタディの講習風景

（上）キャリアスタディ担当の先生方紹介（司会は松木教頭）

副会長 /キャリアスタディ委員長　　青木　良雅  

キャリアスタディの一環としての“業あり先生”に関してキャリアスタディの一環としての“業あり先生”に関して
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同窓会企画〈同窓会の部屋〉

●開催日　10月 5日
1 時限目　13：00～ 14：00
◆『キャリアとしての起業について』

講師 : 古
フル

田
タ

　貴
タカ

也
ナリ

氏
1997 年、札幌市立新川高等学校卒業。
2001 年、金澤工業大学卒業。
株式会社コーユービジネス
インフォメーションテクニクスを経て、
2005 年、株式会社エグゼックを設立。　
学生時代はバトミントンにて全国高校選抜大会に出場。
東日本選抜大会では札幌選抜チーム選出。　　
26歳で株式会社エグゼックを設立した経歴をもつ。

2 時限目　14：30～ 15：30
◆『医療業界を目指すということ』

講師 : 石
イシ

橋
バシ

　広
ヒロ

隆
タカ

氏（52期生）
2005 年、本校卒業。
2009 年、昭和大学理学療法学科卒業。
現在、石川町整形外科、リハビリ主任、
介護事業責任者。
学生時代、アメリカンフットボールU－ 19
日本代表、副将として 2度選出。
理学療法士としてTBS「はなまるマーケット」に2度出演。

※なお、最終日 6日（日）「同窓会賞」 を 15 時よ
り展示部門からアンケート結果により選定します。
ご協力下さい。
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●開催日　10月 6日
 1 時限目　13：00～ 14：00

◆『本の美しさについて』
　　－ 45年に渡る教師生活を振り返って

講師 : 山
ヤマ

本
モト

　孝
タカ

哉
ヤ

氏　　
1967 年、國學院大學卒業。
1967 年、本校、国語の教員となる。
2009 年、本校を定年退職。
2009 年、本校、図書館講師。
2012 年、本校、定年退職。
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第38回　総 会 報 告

2012年度（2012年4月1日～2013年3月31日）決算報告

　 科　 目　　
入　 会　 金
年　 会　 費
引　 継　 金
キャリアスタディ
雑　 収　 入
　 合　 計　　

　 科　 目　　
会　 議　 費
交　 通　 費
総　 会　 費
『 柏 』 制 作 費
通　 信　 費
印　 刷　 費

発送アルバイト費
事　 務　 費
事 務 局 活 動 費
同 窓 会 賞 費
小 委 員 会 費
名 簿 整 備 費
柏 苑 祭 費
Ｈ Ｐ 制 作 費
会員交流補助費
キャリアスタディ
予　 備　 費
繰　 越　 金
　 合　 計　　

 科 目  
会 費
宴 会 費
出 演 料
総 会 援 助 金
　 合 計　　

　 科 目　　
入 会 金
年 会 費
引 継 金
キャリアスタディ
雑 収 入
　　合　計　　

　　科　目　　
会　　議　　費
交　　通　　費
総　　会　　費
『 柏 』 制 作 費
通　　信　　費
印　　刷　　費
発送アルバイト費
事　　務　　費
事務局活動費
同 窓 会 賞 費
小 委 員 会 費
名 簿 整 備 費
柏　苑　祭　費
HP 制 作 費
会員交流補助費
キャリアスタディ
予　　備　　費
繰　　越　　金
　　合　計　　

繰越金内訳 貯蓄預金口座 　  6,716 円
  普通預金口座 2,112,879 円
  郵便振替口座 　 21,878 円
  現　　　　金 －101,557 円
　  　合　　計 2,039,916 円

予算額
750,000
750,000
1,328,193
1,300,000
1,000

4,129,193

予算額
90,000
50,000
50,000
30,000
200,000
100,000

30,000
30,000
50,000
10,000
50,000
100,000
30,000
200,000
40,000

1,300,000
100,000
1,669,193
4,129,193

収入額
318,000

56,000
374,000

決算額
570,000
588,000
1,328,193
1,300,000
321,291
4,107,484

決算額
91,796
51,080
56,000
5,968
134,120
153,745

25,000
14,037
72,790
8,035
82,259
5,000
66,295

0
0

1,301,443
0

2,039,916
4,107,484

支出額

364,000
10,000

374,000

　　　　　内訳
60期生189名，その他1名
60期生189名，その他7名
前期より

寄付，預金利息他

　　　　　内訳
理事会6回

編集委員会1回
『柏』54号（@80 × 1,656）他
『柏』55号（2,500 部）
　　 56号（2,250 部）他
『柏』54号（1,656 通）

名簿管理アルバイト

内訳
＠6,000×53

予算額
2,400,000

0
2,039,916
1,300,000
1,000

5,740,916

予算額
90,000
50,000
50,000
20,000
105,000
150,000
20,000
30,000
50,000
10,000
100,000
50,000
75,000
700,000
40,000

1,300,000
100,000
2,800,916
5,740,916

　　　　　内訳
61期生240名

前期より

預金利息

　　　　　内訳
理事会6回
理事会他
総会援助金
編集委員会2回
『柏』56号（@80 × 1,300）他
『柏』57号 2,500 部，58号 2,500部
『柏』55，56 号（@15 × 1,300）

名簿管理アルバイト

12年度未払い分を含む

2013年度（2013年4月1日～2014年3月31日）予算案

2012年5月18日（金）総会・懇親会
１．第37回総会　渋谷・東急イン
　　第1号議案～第8号議案　全て  
　　原案どおりに承認されました。
２．懇親会

2012年10月7日（日）、8日（祝・月）
　　　　　第54回「柏苑祭」参加
　　　　　東京都市大学付属中学・高等学校「同窓会の部屋」

・業あり先生「柏苑祭」バージョン　講師／ 目木晴彦（23期生）、大岩湛
キヨシ

矣（5期生）
・第4回「同窓会賞」贈呈　投票結果、“中高鉄道研究部”に輝く）

※理事会＝年6回の理事会を開催／議案は「同窓会の会費について（永久会費制度の導入）」等
※キャリア・スタディへの協力＝①「業あり先生」②企業研修（直前集会での社会人マナーなど）

会計監査報告
　前記、会計内容を監査の結果、正しく表示、記載されてい
　ることを認めます。
　　2013 年 5 月 24 日　　　　　　会計監査　長谷部　伸一

編集後記　何かと慌ただしい「柏」57号の編集でした。
同窓会会長の交代他にも担当の一部変更があり、原稿の集
まりがバラバラで、レイアウトに手間取りました。編集委
員長大変ご苦労様でしたと申し上げます。自身を含め、原
稿を書いてくださる方に、締切日を気にしていただける様
お願いして、編集後記とさせて頂きます。ご協力有難うご
ざいました。　　　　　　　　　　　　　青木良雅　12期

2012年度（2012年4月1日～2013年3月31日）活動報告（抜粋）

上記の通り 2012 年度会計報告いたします。
　2013 年 5 月 24 日　　　　　　　　　　　　　会 　計　今井　章久
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　矢崎　克実

60名を超える参加者で会場はいつになく、盛り上がりました。ご出席者に感謝。


